
（※1）固定資産税の優遇
　 ●  住宅1戸につき200㎡以下の用地：課税標準額×1/6
　 ●  住宅１戸につき200㎡を超える部分の用地：
　　課税標準額×1/3

（※2）特定空家等
　 ●  倒壊等、著しく保安上危険となるおそれのある状態
　 ●  著しく衛生上、有害となる状態
　 ●  適切な管理が行われず景観を損なった状態
　 ●  周辺の生活環境の保全のために放置することが不
　　適切な状態

相談内容
 ●  経営全般　●  資金関係

 ●  設備関係　●  技術関係

 ●  人材育成　●  新商品開発

 ●  新分野進出　●  創業

 ●  その他

※個人間の苦情処理や
　トラブル等の私的な内容は
　除きます

知識と経験を生かし、
社会問題の解消に取り組む

株式会社 リプロデザイン

今、全国各地で“空き家問題”が深刻化。
同時に、空き家ビジネスが注目されている。
秋田県内でもビジネスが動き出している。

空き家ビジネスを先駆ける
　総務省の調査によると、2013年10月時点での全国の
空き家の数は、約820万戸。少子高齢化や人口減少、都
市への人口流出などを背景に、空き家は今後も増加の一
途と予測されている。　　
　建物がある土地は、これまで最大1/6まで固定資産税
が優遇（※1）されていた。しかし、今年5月26日に施行さ
れた「空き家対策特別措置法」により、特定空家等（※2）
とみなされた場合は優遇措置から除外され、空き家を放
置することで固定資産税が現在の最大6倍となり、自治
体から撤去・修繕の命令が下される可能性まで出てきた。
　こうした税制の改正をにらみつつ、「空き家ビジネス」
が注目され、首都圏では大手企業の参入が相次いでい
る。秋田市の「リプロデザイン」は、秋田県内で空き家ビ
ジネスを手がける先駆け的な存在だ。

“住宅のリサイクル”に特化
　賃貸や新築物件の売買をメインとする不動産会社が
多い中、リプロデザインは中古住宅の売買に特化している。
「中古住宅を、売りたい方から買い取りして、リフォームし
て、必要とする方に売却する。つまり、住宅のリサイクル
が仕事のメイン」と、千葉社長は話す。営業エリアは、秋
田県と青森県の全域。両県ともに空き家問題は深刻だ。

　千葉社長がリプロデザインを創業したのは、2013年
10月。それまでは不動産会社の社員として10年間、中古
住宅の仕入、リフォーム、販売を担当していた。ゆえに、
空き家の実情がよく分かる。「例えば、『東京に住んで
いる子供がいつか戻ってきたときのために』と、古い家
を残しておくケースや、高齢の家主が施設に入居したこ
とで空き家になったり…。また、『先祖代々受け継いでき
た家を自分の代で売るわけにはいかない』と躊躇してい
たり、さまざまなケースがある」と話す。

発展的な解決を導く
　空き家にしていることで、湿気や雪害による建物の傷
み、敷地内に生い茂る雑草、さらには防犯上の問題など、
さまざまな不安材料が生じてしまう。千葉社長は、「家は
使わなくなった時が売り時。放置するよりは、売却するこ
とで次の世代に役立ててもらいたい」と話す。
　千葉社長は、リプロデザインを立ち上げる際、当セン
ターの「創業促進補助金」を利用した（現在は、自治体
や地域の商工会議所が窓口）。「いろいろ相談に乗って
もらい、起業に協力してもらった」と振り返る。起業から
丸2年。リプロデザインが果たす役割は、これからますま
す大きくなることだろう。

株式会社リプロデザイン

空き家の現状について話す千葉社長。プロの知

識、経験を活かし、中古住宅に関する相談に応じ

ている。

新パッケージとなった味噌やたまり醤油。甘酒

は、さまざまな展開を予定している。

「商品開発は、自分一人で取り組むと大変だが、

おかげで順調に進んでいる」と新山社長。

あきた企業活性化センター／
総合相談担当（018-860-5610）まで。お問い合わせ

新規起業者（第二創業を含む）に対して、創業に必要な経費の一部を助成する
事業で、新たな需要や顧客の創出等を促進します。

「ワンストップ移動相談所」とは？
　創業や事業推進など、県内企業の皆様が抱える多種
多様な目的・課題をスピーディーにお手伝いするため、
県内各地域において開設している移動相談所。
　秋田市（秋田地域振興局管内）を除く7つの地域振
興局を会場に、毎週火曜日（原則）の10:30～15:00に
開催している。
　今年度は、各地域振興局7回ずつ合計49回の開設を
予定している。

 新山食品加工場（横手市）の場合
　創業は昭和10年ごろ。現社長の新山肇さんで3代目と
なる。秋田県南地方に伝わる昔ながらの製法で麹、味噌、
醤油などを製造・販売している。味噌は、秋田県産米（あ
きたこまち）と県産大豆（りゅうほう）をともに100％使用。
人工の酵母や、乳酸菌、添加物は一切使用せず、伝統の
自然醸造を守っている。
　新山社長が、ワンストップ移動相談所を初めて利用し
たのは2011年12月。「商品ラベルのデザイン開発」のた
めに相談に訪れた。商品構成や商品ラベルが昔ながら
のままで、同社の売りである「自然醸造」もアピールされ
ていなかった。販路拡大や顧客への販売強化を進める
には、現状のままでは限界があった。

相談員が県内各地に
出張に伺います！

ワンストップ移動相談 所

当センターを利用したくても、
「秋田市まで出掛けるのは大変」という
企業の皆様に。移動相談所へぜひどうぞ。

センター活用事例
創 業促 進補 助 金

センター活用事例
ワンストップ移動相談所

秋田県秋田市外旭川字八幡田146番地1

TEL.018-893-3840　FAX.018-893-3841

営業時間／10：00～19：00　定休日／水曜日

http://www.repro-design.co.jp

　　　「ワンストップ移動相談所」を利用して
　　　　有限会社新山食品加工場 代表取締役 新山肇さん

　かつて、麹屋、味噌屋は、秋田県内にたくさんありまし
た。しかし、各家の味噌作りを味噌屋に依託することが
少なくなったことや、味噌そのものの消費量が落ちたこ
とから、我々の商売は昔のままでは立ち行かなくなりま
した。
　「このままではダメだ」と思い利用したのが、平鹿地域
振興局を会場に行われていたワンストップ移動相談所。
これをきっかけに、専門家派遣事業を受けました。専門
家の方には、ラベルのデザインから容器のことまで相談
に乗ってもらいました。また、ロゴマークも完成しました。
　他にも、「あめこうじ」と秋田県産果実を活用したフ
ルーツ甘酒の開発、販路開拓をテーマに「あきた企業応
援ファンド事業」への申請を行いました。今は、食品加工
業者への業務用の原材料納入で売り上げを伸ばそうと、
再び相談に乗ってもらっています。
　ワンストップ移動相談所の良いところは、会場が最寄
りの地域振興局であること。相談員の方が地域振興局
に出張してきてくれるので助かります。また、相談員の方
が商品の売り方から経営のことまで幅広くアドバイスし
てくれるうえ、サポートもしてくれるので、スムーズに課
題が解決できます。

事業者
の声

相談事例

あきた企業活性化センター／
総合相談担当（018-860-5610）まで。お問い合わせ

県内各地域において開設しております。企業経営や創業に関する問題解決
に悩みをお持ちの皆様方は、是非ご相談ください。

ワンストップ
移動相談所
今後の開催スケジュール、会場など、

詳細は10ページをご覧ください。

 http://www.bic-akita.or.jp/

※写真は空家のイメージです
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